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の 開 国 と 国 際 情 報

期 メ デ ィ ァ 研 究占

『 本タイムズ』(上

山本武利 ―橋大学教授

対外的に鎖国をつづけた封建日本は、維新期に欧米列強によって開国を強いられた。これを第一

の開国とすれば、第二次世界大戦で敗北し、戦時中の情報閉塞状況から解放され、民主主義国家と

して国際社会のなかに組み込まれた占領期を第二の開国といってもさしつかえなかろう。

占領期、厳しいGHQ検間があったものの、いやその検閲体制に挑戦するかのように、戦勝国のさ
まざまなメディァが日本に参入して、新鮮な国際情報と国際感覚で日本のオーディエンスを魅了す

ると同時に、在来の日本のメディアも国際社会の情報メディアとして変身しようとした。

これらのメディアの動態をGHQ資料を駆使 して分析するのが、この新連載のねらいである。な
お、筆者はr調査情報」(東京放送)1992年 3月 号～93年 5月 号に10回にわたり「占領期メディア分析」

を行なつたが、それは主として戦争責任を日本のマス・メディアに問うものであった。(山本武利)

52

日

英
字
新
聞
小
史

日
本
で
最
初
の
新
聞
で
あ
る

「ナ
ガ
サ
キ
・

シ
ッ
ピ
ン
グ
・
リ
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
ア
ド
バ
タ

イ
ザ
ー
』
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、

長
崎
の
居
留
地
に
住
む
外
国
人
む
け
に
貨
客
船

の
入
出
航
の
ニ
ュ
ー
ス
や
広
告
を
の
せ
た
一基
語

の
新
間
で
、　
一
八
六

一
年

（文
久
一
）
に
長
崎

で
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
横
浜
の
居
留
地
が

発
展
し
た
た
め
、
英
字
新
聞
の
刊
行
は
長
崎
か

ら
横
浜
に
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。
創
刊
者
の
イ

ギ
リ
ス
人
Ａ
・
Ｗ
・
ハ
ン
サ
ー
ド
は
同
紙
を
横

浜
で

「ジ
ャ
バ
ン
・
ヘ
ラ
ル
ド
」
と
改
題
し
、

週
刊
」数
間
と
し
て
発
行
し
た
が
、　
一
八
六
三
年

か
ら
は
日
刊
紙
と
し
た
。
同
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
Ｆ
・
ダ
・
ロ
ー
ザ
が

「ジ
ャ
パ
ン
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
を
創
刊
し
た
。
こ
の
新

聞
は
イ
ギ
リ
ス
の
銀
行
家
Ｃ
・
リ
ッ
カ
ー
ビ
ィ

に
買
収
さ
れ
、
「ジ
ャ
パ
ン
・タ
イ
ム
ズ
』
と
改

題
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の

Ｊ
・
Ｒ
・プ
ラ
ッ
ク
が
一
八
六
七
年

（慶
応
三
）

に

「ジ
ャ
バ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
を
創
「刊
し
た
。

こ
の
よ
う
に
幕
末
期
に
群
小
の
英
字
新
間
が

居
留
地
に
次
々
と
誕
生
し
た
が
、
多
く
は
短
命

で
あ
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
居
留
地
の

外
国
人
の
人
口
が
年
々
増
加
し
た
も
の
の
、
新

聞
経
営
を
安
定
的
に
支
え
る
ほ
ど
の
多
数
で
は

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
狭
い
新
聞

市
場
を
め
ぐ
っ
て
多
数
の
新
聞
が
競
合
し
た
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
理
由
だ
。
そ
の
た
め
一
部
の

新
聞
は
イ
ギ
リ
ス
な
ど
経
営
者
の
母
国
の
政
府

に
支
援
を
求
め
た
。
ま
た
幕
府
な
ど
日
本
側
の

買
い
上
げ
に
頼
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
権

力
か
ら
の
支
援
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
新
聞
界
に
関
係
し
た
者
の
多
く
は
、
他

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
転
身
し
た
り
、
帰
国
し
た
り
し

た
。こ
の
脆
弱
な
経
営
基
盤
は
、
有
史
以
来
の
日

本
の
英
字
新
聞
が
か
か
え
る
宿
命
と
も
い
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。
居
留
地
に
住
む
外
国
人
に
と

っ
て
は
、
英
字
新
聞
は
母
国
や
果
国
ｏ
日
本
の

情
報
を
摂
取
し
、
異
国
で
の
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス

を
円
滑
に
行
な
う
た
め
の
重
宝
な
メ
デ
ィ
ア
に

ち
が
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
刊
行
す
る
人
に

と
っ
て
は
負
担
の
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
幕

府
か
ら
明
治
政
府
の
時
代
と
な
っ
て
も
、
構
造

に
基
本
的
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
居
留
地
の
外

国
人
の
特
権
は
一
人
九
九
年

（明
治
三
十
二
）

の
不
平
等
条
約
の
改
正
ま
で
保
障
さ
れ
、
英
字

新
開
発
行
者
は
日
本
人
の
新
聞
人
が
も
た
な
い

自
由
な
権
力
批
判
が
許
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

日
本
に
定
住
す
る
外
国
人
の
増
加
は
は
か
ば
か

し
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
プ
ラ
ッ
ク
の
よ
う
に

一日
新
真
事
士Ｆ
（
一
八
七
二
年
創
刊
）な
る
日
本

語
新
開
発
行
者
に
転
身
す
る
者
さ
え
現
れ
た
。

英
字
新
間
が
も
っ
と
も
期
待
し
た
こ
と
は
、

英
語
の
読
め
る
日
本
人
の
増
加
で
あ
っ
た
。
日

本
に
住
む
外
国
人
よ
り
も
日
本
人
の
英
語
人
口

の
増
加
の
方
が
期
待
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
日
本

の
中
歯
暑
〓
秋
育
は
急
速
に
普
及
し
、
菫
金
盟
塾
冑

に
熱
心
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
英
字
新

聞
を
手
軽
に
読
み
こ
な
せ
る
英
語
リ
テ
ラ
シ
ー

を
も
つ
人
口
の
増
加
は
遅
々
と
し
て
い
た
。
英

語
と
く
に
時
事
英
語
の
習
得
に
は
、
英
字
新
聞

に
接
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
は
、

英
語
教
育
関
係
者
に
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で

あ
る
。
し
か
し
か
れ
ら
が
英
語
学
習
者
に
勧
め

た
の
は
、
英
字
新
間
を
購
読
す
る
こ
と
よ
り
も
、

日
本
語
新
聞
の
片
隅
に
出
る
英
護
嘔記
事
に
接
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。

英
文
欄
が
日
本
語
新
聞
に
登
場
し
た
最
初
は
、

ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
岡
島
真
蔵
の
回
顧

に
よ
る
と
、　
一
人
八
五
年

（明
治
十
八
）
頃
の

大
阪
の

■此
花
新
聞
』
が
英
文
欄
を
設
け
て
い

た
ら
し
い
。
し
か
し
そ
れ
は
時
事
英
語
よ
り
も
、

当
時
ブ
ー
ム
だ
っ
た
英
語
の
リ
ー
ダ
ー
の
翻
訳

に
類
す
る
も
の
で
、
初
歩
の
英
語
の
発
音
や
綴

り
を
掲
載
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
二
年
後
の
「時

事
新
報
』
に
は
、
社
説
や
記
事
の
重
要
な
名
詞

の
後
に

「英
語
を
挿
入
し
て
之
れ
に
傍
訓
」
を

つ
け
た
ら
英
語
の
力
が
増
加
す
る
と
の
要
望
が

読
者
か
ら
投
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
英
語
力
を
日
本

語
新
聞
へ
の
接
触
を
通
し
て
得
た
い
と
の
ニ
ー

ズ
が
読
者
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
読
者
の
ニ
ー
ズ
が
英
文
欄
の
設
置
の
形
で

有
力
各
紙
に
あ
ら
わ
れ
だ
し
た
の
は
、
日
清
戦

後
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
東
京
の
新
聞
界
で

次
々
と
新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
急
成
長
し
た
黒

岩
周
六
の

「万
朝
報
』
は
一
八
九
七
年

（明
治

三
十
）
に
内
村
鑑
三
を
英
文
欄
主
筆
に
招
き
、

毎
日
第
二
面
最
下
段
の
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
を

英
文
欄
に
あ
て
た
。
ま
た
雑
誌

「国
民
之
友
』

に
英
文
の
別
冊
を
刊
行
し
た
実
績
の
あ
る

「国

民
新
聞
』
も
同
じ
頃
に
英
文
欄
を
設
置
し
た
。

仙
台
の

「河
北
新
報
』
は
一
八
九
九
年
六
月
に

英
文
欄
を
つ
く
っ
た
が
、
そ
れ
は
地
方
紙
で
は

最
初
の
試
み
で
あ
っ
た
と
い
２ヽ

し
か
し
な
が
ら
、
大
多
数
の
新
聞
が
英
文
欄

を
設
置
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
「万

朝
報
』
や

『国
民
新
聞
』
は
知
識
人
読
者
の
ウ

エ
イ
ト
の
高
い
新
聞
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
英
文

欄
を
常
置
し
た
と
い
え
よ
う
。
読
者
層
が
幅
広
　
　
５３

く
、
営
利
士一
向
の
強
い
新
間
に
は
、
コ猥
は
く
は

英
語
研
修
生
の
為
の
英
語
欄
を
設
て
呉
れ
給
へ
」

（コ
致
知
新
聞
」

一
九
二
〇
年
二
月
四
日
）
と
か
、

「英
文
欄
の
欠
如
せ
る
は
遺
憾
な
り
。
真
く
は
新

に
之
を
設
け
ら
れ
ん
こ
ζ
ご
（■大
阪
朝
日
新
聞
」

一
八
九
九
年
八
月
十
三
日
）
と
い
っ
た
投
書
が

寄
せ
ら
れ
た
が
、
新
聞
社
側
は
投
書
を
掲
載
す

る
の
み
で
、
英
文
欄
を
新
設
す
る
ま
で
に
は
い

た
ら
な
か
っ
た
。

「ジ
ャ
パ
ン

・
タ
イ
ム
ズ
』
の
創
刊

「ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
が
創
刊
さ
れ
た
の

は
一
八
九
七
年

（明
治
三
〇
）
二
月
二
十
二
日

で
あ
る
が
、
そ
の
頃
は
日
本
語
新
聞
で
の
英
文
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十代目社長 戸田 均
(1"3年 1月～1939年 12月 )

第二の開国と国際情報
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「シャバン・タイムズ」初代社長 山口幸治
(189'年 3月 ～1911年 1月 )

二代自社長 頸本元■
(1911年 1月 ～19144月 )
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ド 側
登
場
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
創
則
の

ね
ら
い
は
日
本
人
よ
り
も
、
外
国
人
読
者
の
獲

得
に
あ
っ
た
点
は
、
従
来
の
英
字
新
聞
と
変
わ

り
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
釧
刊
者
が
日
本

人
で
あ
る
点
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
創
刊
の
立

役
者
の
頭
本
元
貞
は
当
時
の
伊
藤
膊
文
首
相
の

渉
外
秘
書
で
あ
っ
た
し
、
初
代
仕̈
長
山
田
季
治

は
日
本
郵
船
の
元
幹
部
で
、
福
沢
諭
吉
の
親
威

で
あ
っ
た
。
コ福
沢
翁
は
当
時
日
銀
総
裁
だ
っ
た

岩
崎
弥
太
郎
を
説
き
、
そ
の
協
力
を
得
て
遂
に

三
井
、
三
菱
、
日
本
銀
行
、
正
金
銀
行
、
日
本

郵
船
の
五
大
会
社
か
ら
出
資
を
得
」
た
し
、
伊

藤
も
公
私
共
に
多
大
の
援
助
を
し
た
。
つ
ま
り

同
紙
は
政
財
界
胆
い
り
の
英
字
新
聞
で
あ
っ
た
。

創
刊
当
初
、
ス介
利
改
正
を
め
ざ
す
日
本
べ
の

「偏
見
、
誤
解
」
を
解
く
ね
ら
い
を
も
っ
た
同
紙

の

「将
来
の
発
達
を
希
望
」
す
る
声
が
各
紙
誌

で
高
か
っ
た
。
ま
た
同
紙
自
身
も
、
他
の
英
宇

新
聞
に
比
べ
て
三
割
引
の
価
格
を
学
生
読
者
に

設
定
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た
。
し
か

し
期
待
に
反
し
、
同
紙
の
声
価
は
高
ま
ら
な
か

っ
た
。
特
に
外
国
人
の
評
判
は
低
か
っ
た
。
次

は
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル
ホ
テ
ル
の
喫
煙
ｉ
で
話
し
合

っ
た
「六
名
の
外
人
を
代
表
し
て
」、
築
地
の
一

読
者
が
雑
誌

「新
公

酔^
　
一
九
〇
五
年

一
月
号

に
寄
せ
た
投
書
で
あ
る
。

我
等
は
比
新
聞
を
読
ん
で
セ
コ
ン
ド
ハ
ン

ド
ベ
ー
パ
ー
と
呼
ぶ
。
余
の
友
は
サ
ー
ド
ハ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
と
も
呼
べ
り
。
半
は
外
字
新

る
の
を
知
り
な
が
ら
、
無
視
し
て
掲
載
し
な
か

っ
た
英
文
欄
を
大
正
末
期
に
は
新
設
し
て
対
抗

せ
ん
と
し
た
。

外
国
人
に
も
、
日
本
人
に
も
有
力
な
英
字
新

聞
が
進
出
し
、
相
変
わ
ら
ず
狭
い
市
場
で
競
合

せ
ぎ
る
を
得
な
い

■ジ
ャ
バ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
」

は
苦
し
か
っ
た
。
大
正
初
期
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
、
経
営
は
日
本
人
か
ら
外
国
人
、
そ
し
て

ま
た
日
本
人
へ
と
次
々
に
変
わ
っ
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
存
続
で
き
た
最
大
の
理
由
は
、

た
だ
一
つ
、
外
務
省
の
支
援
が
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
。
財
政
的
危
機
に
直
面
し
た
同
紙
は
一
九

二
四
年
に
株
式
会
社
と
な
り
、
株
の
大
半
を
外

務
省
が
握
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
戦
後

の
首
相
の
声
田
均
が
外
務
省
か
ら
移
っ
て
、　
一

九
四
〇
年
ま
で
社
長
を
動
め
た
。
こ
の
支
援
は

日
本
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
が
悪
化
し
た
十
五
年

戦
争
期
に
強
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
四
〇
年

（昭
和
十
五
）、
同
紙
が
，
シ
ャ
パ
ン
・ア
ド
パ
タ

イ
ザ
ー
」
と

『ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
」
を

買
収
、
合
併
で
き
た
の
は
、
外
務
省
の
強
力
な

資
金
援
助
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
新
聞

統
合
の
ね
ら
い
が

「戦
時
下
対
外
宣
伝
の
強
化

〈じ

統
一
」
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

『
日
本
タ
イ
ム
ズ
』

へ
の
改
題

政
府
、
軍
部
の
支
援
な
い
し
強
制
で
統
合
さ

れ
た
新
聞
は
、
大
平
洋
戦
争
時
に
お
い
て
比
較

的
安
定
し
た
状
態
で
経
一営
さ
れ
た
。
英
字
・新
聞

界
で
残
っ
た

■ジ
ャ
パ
ン
・タ
イ
ム
ズ
」
と

『英

文
毎
日
』
が
存
続
で
き
た
の
は
、
欧
米
人
の
帰

国
で
縮
小
し
た
束
西
市
場
を
分
け
合
っ
た
こ
と

も
あ
ろ
テ
。
だ
が
そ
れ
よ
り
も
、
「対
外
宣
伝
」

の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
軍
部
の
支
援
で
海
外
と

い
う
日
本
の
英
字
新
聞
で
は
も
っ
と
も
弱
か
っ

た
市
場
に
は
じ
め
て
本
格
的
に
進
出
し
、
部
数

を
仲
ば
す
こ
と
が
で
き
た
点
が
大
き
か
っ
た
。

「英
文
毎
日
』
の
編
集
者
は
回
想
す
る
。
敵
性
語

新
聞
と
し
て
部
数
減
少
を
党
惜
し
て
い
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
逆
に
増
加
し
た
。
同
紙

の
販
売
担
当
者
が

「上
海
に
売
り
に
行
っ
て
何

千
と
売
込
み
」
、
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
各
地
で
も

数
百
の
単
位
で
読
者
を
得
た
と
。

「ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

外
電
の
分
量
も
少
な
く
な
り
、
外
人
編
集

者
は
一
人
も
居
な
く
な
り
、
翻
訳
量
が
増
加

す
る
の
に
人
手
は
不
足
で
あ
る
と
い
う
状
況

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
革
蜜
現
４
事
の
風
潮
の

た
だ
中
に
あ
っ
て
、
な
お
英
字
新
聞
が
発
行

を
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、　
一
方
に

お
い
て
は
独
、
伊
等
、
欧
州
に
同
盟
国
が
あ

り
、
ま
た
大
東
亜
共
栄
圏
と
称
さ
れ
た
ア
ジ

ア
諸
地
域
と
の
連
絡
は
イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
は
じ
め
英
語
に
よ
る
連
絡
を
使
宜
と
す

る
し
、
旦
つ
対
敵
宣
伝
、
中
立
国
に
対
す
る

啓
発
の
必
要
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
国
枠
全
盛

時
代
の
社
会
に
お
い
て
も
英
字
新
聞
の
必
要

は
減
少
し
な
い
の
で
あ
っ
た
，

中
立
国
ば
か
り
で
は
な
く
英
米
な
ど
敵
国
も

日
本
の
動
向
を
知
る
た
め
に
日
本
の
英
字
新
聞

へ
の
需
要
一■
局
め
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
も

「大

束
亜
共
栄
圏
」
で
の
部
数
増
が
頭
著
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
海
外
で
の
需
要
増
が
国
内
で
の
外
人
読

者
減
を
捕
ち
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
表

１

（５６
ベ
ー
ジ
）
で
は
一
九
四
一
年

一
月
か
ら

終
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
十

一
月
ま
で
の

「ジ

ャ
バ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
毎
月
の
発
行
部
数
を

示
す
。
戦
前
、
「ジ
ャ
パ
ン
・ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』

は
」警
同時
で
六
千
部
を
超
え
な
か
っ
た
し
、
「ジ

ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
は
三
千
部
に
達
し
な

大2の前線でも詭まれていた「シャバン・ タイムズ」。 .ジ ヤバン・ タイムス小史_よ り

間
の
切
抜
、
半
は
東
京
日
本
字
新
聞
の
翻
訳
。
　
　
外
国
人
の
読
者
は
本
モ
ノ
の
英
語
が
見
ら
れ

比
新
聞
に
依
て
一
昨
日
の
事
件
―
昨
日
と
は
　
　
る

「ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
』
や

「ジ

云
は
ず
―
を
知
る
を
得
、
明
日
明
後
日
の
事
　
　
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
の
方
を
愛
説
し
た
。

件
を
予
知
す
る
こ
と
が
全
く
出
来
ぬ
。
陛
下
　
　
一
八
九
〇
年
創
刊
の
前
者
は
Ｂ
・
Ｗ
・
フ
ラ
イ

某
所
に
行
幸
あ
ら
せ
工
ふ
。
昨
日
あ
ら
せ
玉
　
　
シ
ャ
ー
が
経
営
権
を
手
に
入
れ
て
急
速
に
東
京

へ
り
の
記
事
は
有
り
。
明
日
あ
ら
せ
玉
ふ
べ
　
　
の
英
字
新
聞
界
で
台
頭
し
、
他
紙
を
圧
す
る
よ

し
の
記
事
は
全
く
無
い
。
号
外
の
思
恵
に
は
　
　
う
に
な
っ
た
。
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・タ
イ
ム
ズ
」

全
く
あ
づ
か
ら
ぬ
。
我
等
は
号
外
々
々
と
間
　
　
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
ま
ね
た
編
集
を
行
な
う
同

て
万
歳
々
々
と
応
ず
る
。
併
し
何
故
の
万
歳
　
　
紙
は
、
「戦
前
の
英
字
新
聞
の
う
ち
、
一
番
体
裁

か
は
知
ら
ぬ
。
万
歳
の
訳
は
明
日
の
新
聞
を
　
　
が
整
っ
て
い
た
」
と
い
わ
れ
る
。

待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
、
後
者
は
神
戸
を
中
心
に
関
西
に
基
盤

日
露
戦
争
の
速
報
を
新
聞
に
求
め
る
の
は
、　
　
　
を
も
つ
英
国
風
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
も
つ
新
聞
で

日
本
人
に
か
ぎ
ら
な
か
っ
た
。
戦
況
を
知
り
た
　
　
あ
っ
た
。
三
十

一
年
間
、
同
紙
の
経
営
、
編
集

い
外
国
人
は
英
字
新
聞
に
頼
ら
ぎ
る
を
得
な
か
　
　
に
あ
っ
た
Ｒ
・
ヤ
ン
グ
は
、
米
騒
動
報
道
で
発

っ
た
の
で
、
日
本
の
事
情
に
詳
し
い
は
ず
の
一ジ
　
　
行
禁
止
処
分
を
う
け
た
当
時
の

『大
阪
朝
日
新

ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
紙
面
を
開
く
の
は
当
　
　
聞
』
を
言
論
の
自
由
の
観
点
か
ら
支
持
し
た
と

然
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
語
新
聞
の
昨
日
　
　
い
う
。
こ
う
し
た
新
聞
人
と
し
て
の
見
識
は
関

の
記
事
か
ら
の
翻
訳
が
早
い
方
の
記
事
で
、
ひ
　
　
西
の
欧
米
人
を
惹
き
つ
け
た
。

ど
い
も
の
に
な
る
と
ラ
イ
パ
ル
の
英
字
新
聞
か
　
　
　
こ
れ
ら
の
有
力
紙
と
の
競
合
の
な
か
で
、
「ジ

ら
の
転
載
さ
え
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
創
”　
　
ャ
バ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
勢
力
は
微
々
た
る
も

刊
当
初
の
期
待
は
日
露
戦
後
に
は
ど
こ
へ
や
ら
　
　
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
外
国
人
読
者
が
期
待
で

消
え
去
り
、
古
ぼ
け
た
れ
ん
が
造
り
の
社
屋
で
　
　
き
な
い
と
す
れ
ば
、
残
る
の
は
日
本
人
読
者
で

印
刷
さ
れ
る
日賦

の

「発
″第
小数
は
健
々
五
千

　

し
”
“
‐力、降

倅

ｋ
ド

悔
暉
瞼

階

陽

Ｕ

リ

枚
に
し
て
、
共
洸
者
は
主
に
在
日
本
の
欧
米
人
　
　
が
一
九
二
二
年

（大
正
十

一
）
に
『英
文
毎
日
』

と
共
文
を
解
す
る
日
本
の
学
生
紳
士
等
と
な
す
。
　

創
刊
で
食
い
込
ん
で
き
た
。
同
紙
は
親
新
聞
の

而
し
て
外
国
に
も
多
少
の
読
者
な
き
に
し
も
あ
　
　
記
事
の
翻
訳
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
迅
速
な
記

ら
ざ
れ
ど
も
、
そ
は
籠
々
百
名
内
外
に
し
て
、
　
　
事
と
全
国
的
な
販
売
綱
で
部
数
を
伸
ば
し
た
。

こ
は
一
週
分
を
一
姉撃
界
し̈
て
日
曜
毎
に
発
送
」
　
　
同
紙
の
創
刊
に
警
戒
感
を
も
っ
た

「大
阪
朝
日

す
る
程
度
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
聞
げ
は
、
明
治
後
期
に
は
読
者
の
要
望
が
あ



9,993 9,705

表 l rジヤバン .タ ィムズ」の発行部数 (単位 :部 )

1月 8,351 7,136 6,622

2月 7,669 7,755 6,737 9,789 10,158

10,433 10,3413月 7,51, 7,872 6,528

8,326 10,237 10,1554月 7,753 7,432

10,609 9,5125月 7.589 7,364 8,375

6月 7,583 7,285 8,393 8,796 8,249

91674 8,3147月 7,966 7,078 8,594

9,378 8,2448月 7,924 6,903 9,860

14,0279月 7.496 6,886 9,772 9,307

10月 7.222 6,706 10,046 9,273 36,193

11月 7,255 6,998 9,959 9,635 46,552

12月 7,720 6,746 9,990 9,554

(CIS―

“

59)

1945年11月

1,600

194年 11月

表2新 聞用紙配給量 (単位 :連 )

日本タイムズ

22,50075,000朝日新聞

47,954152,329ロヨロコ

23,06971,830匝 置コ

(CIS‐ 913)

か
っ
た

（ｏ
【∽
よ
∞
３
）。
両
紙
を
合
併
し
た
当

時
の

■ジ
ャ
バ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
」
は
九
千
部
に

近
か
っ
た
が
、
戦
時
下
に
は
徐
々
に
部
数
を
減

ら
し
た
。
し
か
し
四
十
二
年
二
月
の
六
千
五
百

部
が
ポ
ト
ム
で
、
以
後
急
回
復
し
、
半
年
後
に

は
一
万
部
に
達
し
、
終
戦
時
で
も
開
戦
時
を
上

ま
わ
る
八
千
コ
四
口を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
な
お

『英
文
毎
日
』
も
戦
前

一
万
部
の

部
数
を
出
し
て
い
た

（０
【∽
ム
∞
認
）。

「ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
は
一
九
四
三
年

一

月
一
日
に

■日
本
タ
イ
ム
ズ
』
に
改
題
し
た
。

敵
性
語
と
し
て

″ジ
ャ
パ
ン
″
が
見
な
さ
れ
た

た
め
で
あ
る
。
そ
の
改
題
当
日
の
社
告
は
一
九

四
〇
年
の
二
紙
合
併
を
回
顧
し
、
こ
の
合
併
は

外
国
勢
力
の
英
字
新
聞
利
用
に
よ
る
日
本
転
覆

を
回
避
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
自
ら
を

■大
束
亜
共
栄
圏
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
代
表
格

の
外
国
語
の
新
聞
」
と
賛
美
し
て
い
る
。
そ
れ

と
同
時
に
、
同
紙
は
戦
争
肯
定
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

グ
を
紙
上
で
く
り
広
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
出

版
活
動
も
よ
り

「大
東
亜
共
栄
圏
」
物
へ
と
傾

斜
し
た
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
没
収
対
象
と

さ
れ
た
十
三
点
の
同
紙
出
版
の
戦
争
物
の
う
ち
、

十

一
点
が
一
九
四
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

（０
】∽
よ
い
Ｏｅ
。
ま
た
、

同
紙
の
月
刊
誌

『
ニ
ッ
ポ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
・
レ

ビ
ュ
ー
』
は
一
九
四
四
年
二
月
～
四
五
年
四
月

に
刊
行
さ
れ
、
国
内
で
は
な
く
占
領
地
の
専
門

家
に
毎
月
五
千
七
百
部
、
希
望
す
る
個
人
、
団

体
に
三
百
部
が
配
布
さ
れ
た
。
同
誌
を
分
析
し

た
Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
野
蛮
性
ド

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
で
の
暴
政
ぶ
り
な
ど
が
毎

月
特
集
さ
れ
て
お
り
、
全
号
の
没
収
と
発
売
禁

上
の
勧
告
が
出
て
い
る

（０
【∽
よ
８
９
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
時
末
期
の
改
題
を
契
機
に

同
紙
は
英
文
の
最
有
力
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、

政
府
、
軍
部
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
グ
を
代
行
し
、
敵

国
を
い
ら
だ
た
せ
る
新
聞
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
の
費
用
は
本
紙
の
活
動
費
と
も
ど
も
政

府
か
ら
全
一回
的
に
支
援
さ
れ
た
こ
と
は
た
し
か

で
、
ま
さ
に
軍
需
が
同
紙
を
支
え
た
と
い
え
よ

２ヽ占
領
初
期
の
部
数
急
増

一
九
四
五
年
八
月
の
敗
戦
は
日
本
国
民
に
と

っ
て
つ
ら
く
厳
し
い
時
節
到
来
で
あ
っ
た
が
、

ま
た
同
時
に
新
し
い
時
代
の
幕
明
け
で
も
あ
っ

た
。
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
で
も
、
敗
戦
直
後
、
悲

喜
さ
ま
ざ
ま
の
進
展
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
な
か

で

「日
本
タ
イ
ム
ズ
」
は
史
上
空
前
の
部
数
増

加
と
経
営
好
転
と
い
う
責
金
期
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
れ
は
表
１
が
示
す
よ
う
に
、
同

年
十

一
月
ま
で
の
短
期
間
に
五
万
部
に
迫
る
部

数
急
増
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
数
十
万
の
進

駐
軍
が
一塁
示
を
中
心
に
居
住
し
、
そ
の
軍
人
、

軍
属
、
家
族
ら
が
東
京
で
唯

一
の
英
字
新
聞
で

あ
る
同
紙
の
購
読
に
走
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
敵
性
語
か
ら

″友
好
語
″
へ
と
変
わ
っ
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た
英
語
へ
の
日
本
人
の
関
心
の
高
ま
り
も
、
こ

の
急
増
の
背
景
に
あ
っ
た
。
し
か
し
戦
前
で
は

ピ
ー
ク
時
で
も

一
万
前
後
に
し
か
な
ら
な
か
っ

た
外
国
人
の
層
が
、
こ
の
占
領
軍
の
上
陸
で
数

十
倍
に
厚
み
を
増
し
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
で

あ
つ
た
。
軍
関
係
者
ば
か
り
で
は
な
い
。
た
と

え
ば

．ア
メ
リ
カ
の
新
聞
特
派
員
が
第
一
に
駆

け
つ
け
た
所
は
ニ
ッ
ポ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
で
あ
つ

た
。彼
ら
は
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
本
紙
の
パ
ッ
ク
・

ナ
ン
パ
ー
を
読
み
あ
さ
り
、
戦
時
中
の
日
本
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
知
ろ
う
と
し
た
」。

「日
本
タ
イ
ム
ズ
』
が
プ
ー
ム
に
わ
い
た
四
五

年
十
一
月

一
日
、
同
盟
通
信
社
（同
盟
）は
解
体

さ
れ
、
共
同
通
信
社
と
時
事
通
信
社
に
な
っ
た
。

「日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
、東
南
ア
ジ
ア
の
占
領

地
で
情
報
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
同

盟
は
、
日
本
に
敵
対
す
る
国
々
や
陣
営
へ
の
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
を
強
め
た
。
世
界
各
国
は
同

盟
の
ニ
ュ
ー
ス
を
通
じ
て
日
本
の
動
向
を
キ
ャ

ッ
チ
せ
ん
と
し
た
。
し
か
も
戦
争
が
拡
大
し
、

日
本
と
の
正
式
な
国
交
関
係
を
断
一絶
す
る
国
が

増
加
す
る
の
に
つ
れ
、
同
盟
が
日
本
と
世
界
と

を
つ
な
ぐ
最
大
の
パ
イ
プ
」
と
な
っ
た
。
同
紙

は
こ
の
同
盟
ほ
ど
の
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
な

か
つ
た
と
は
い
え
、
日
本
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
戦

略
の
な
か
で
同
じ
位
置
づ
け
の
メ
デ
ィ
ア
で
ぁ

っ
た
。
連
合
国
側
に
向
け
ら
れ
た
同
盟
の
英
文

ラ
ジ
オ
放
送
が
聴
く
者
を
い
ら
だ
た
せ
た
よ
う

に
、
同
紙
の
記
事
は
読
む
者
を
腹
だ
た
せ
た
。

と
こ
ろ
が

一日
本
タ
イ
ム
ズ
」
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

よ
っ
て
解
体
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
軍
鳥
崩
鼎
楓
『ス
タ
ー
ズ
。
ア
ン

ド
・
ス
ト
ラ
イ
プ
ス
」
に
な
い
一
般
紙
と
し
て

の
役
割
、
機
能
が
評
価
さ
れ
、
歓
迎
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
同
紙
も
他
紙
と
同
様

に
戦
中
の
足
跡
が
洗
わ
れ
た
。
先
の
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
出
版
物
の
没
収
も
そ
の
一
端
で
あ
っ
た
。

こ
と
に
同
紙
は
英
文
の
た
め
、
日
本
〓
盟
型
間
に

比
べ
検
閲
は
容
易
で
あ
っ
た
。
占
縮
昴
路
猥

ア

メ
リ
カ
軍
の
暴
行
の
報
道
を
各
紙
と
も
よ
く
行

な
つ
て
い
た
が
、
こ
の
関
連
記
事
で
最
初
に
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
目
に
と
ま
っ
た
の
は
、
英
文
の
同
紙
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
九
月
十
五
日
か
ら
始
ま
る
同

紙
と
同
盟
へ
の
事
前
検
関
実
施
の
契
機
と
な
っ

た
。
ち
な
み
に
他
紙
の
事
一即
検
関
は
十
月
八
日

か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
紙
は
全
て
の
記
事
を

事
ユ削
に
検
閲̈
に
提
出
す
べ
し
と
の
哭^
「
に
従
わ

な
か
っ
た
た
め
、
九
月
二
十
日
付
が
発
禁
処
分

と
な
っ
た
。
だ
が
こ
の
処
分
は
特
別
に
同
紙
だ

け
に
重
く
、
厳
し
い
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
他

紙
に
も
ま
も
な
く
見
舞
う
程
度
の
検
関
で
し
か

な
か
っ
た
。
同
紙
は
同
盟
ほ
ど
の
大
き
な
メ
デ

イ
ア
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
曲
蟄
〓
裏
仕
は
小
さ

い
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
に
は
と
も

あ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
同
紙
を
い
ち
早
く
事
二製
偲
閲

し
た
の
は
、
英
文
の
た
め
、
日
太
圭
露
塾
間
の
よ

う
に
検
閲
体
制
の
準
備
に
時
間
が
か
か
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
紙
に
接
す
る

外
国
特
派
員
を
通
じ
て
、
占
領
軍
に
不
都
合
な

ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
流
さ
れ
る
懸
念
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。

四
十
五
年
九
月
二
十
日
現
在
の
同
紙
の
パ
ラ

ン
ス
・
シ
ー
ト
に
よ
る
と
、
資
本
金
は
十
万
円

で
、
九
月
の
利
益
は
五
万
三
千
百
八
円
六
十
五

銭
と
い
う
好
決
算
を
出
し
て
い
る

（０
【∽
―

お
８
）。
ま
た
、
四
十
五
年
十
一
月
の
同
紙
の
用

紙
配
奮綸
量
は
表
２
が
示
す
よ
う
に
、
全
国
紙
が

開
戦
時
に
比
べ
て
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
な
か
で
、

三
倍
近
い
増
配
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
は
用
紙
配
給
権
を
日
本
政
府
に
命
じ
て
、

同
紙
の
活
動
を
優
遇
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

表
２
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
資
料
は
さ
ら
に
同
紙
に
つ
い
て

こ
う
述
べ
て
い
る

（０
】∽
お
】ｅ
。

日
本
タ
イ
ム
ズ
は
東
京
の
唯

一
の
英
字
新

聞
で
、
戦
前
に
は
平
均
一
万
五
千
部
発
行
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
戦
時
中
に
六
千
部
に
下

落
し
た
。
現
在
の
毎
日
の
発
行
部
数
は
四
万

八
千
で
、
そ
の
約
半
分
は
占
領
軍
に
売
れ
て

い
る
。

こ
こ
に
出
た
数
字
と
表
１
の
数
字
は
、
戦
中

の
分
で
差
は
あ
る
が
、
四
十
五
年
十

一
月
の
時

点
で
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
と
も
か
く
戦
中
は
日

本
軍
の
侵
略
で
伸
び
た
同
紙
は
、
敗
戦
と
同
時

の
占
領
軍
の
進
駐
で
伸
び
た
。
と
も
に
軍
需
で

あ
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
だ
が
、
後
者
の
軍

需
の
規
模
は
同
紙
の
み
な
ら
ず
英
字
新
聞
史
上
、

空
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。

（―
）
福
良
虎
雄
編

「大
阪
の
新
聞
」
一
九
二
六
年
、
九

＋

一
ベ
ー
ジ
参
照
。

（２
）
「時
事
新
報
」
一
八
八
七
年

一
月
八
日
の
「新
聞
社

に
望
む
」な
る
投
書
。
こ
れ
に
賛
成
す
る
技
書
が

一
月
二
十

一
日
に
出
て
い
る
。

（３
）
「河
北
新
報
七
十
年
史
」
一
九
六
七
年
、
二
十
七
ベ

ー
ジ
参
照
。

（４
）
「
ジ
ャ
バ
ン
・タ
イ
ム
ス
小
史
」
一
九
四
一
年
、
十

六
ベ
ー
ジ
。

（５
）
「時
事
新
報
」

一
八
九
七
年
三
月
二
十
四
日

（６
）
「女
学
雑
誌
」

一
八
九
七
年
四
月
十
日
号

（７
）
「風
俗
画
報
」

一
八
九
九
年
六
月
号
の
広
告

（８
）
「学
生
タ
イ
ム
ズ
」

一
九
四
六
年
十
月

一
日

（９
）
自
山
楽
山
編

「英
文
記
者
」
一
九
六
五
年
、　
一
七

二
ベ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
′

（１０
）
掛
川
ト
ミ
子

「
ジ
ャ
バ
ン
・ク
ロ
ニ
ク
ル
」
ノ
ー

ト
」
東
京
大
学
新
聞
研
〔４
所
編
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
」
一
九
七
四
年
、
二
五
九
―
土
六
八
ベ
ー

ン̈
鼻，
曜
“

（＝
）
前
掲

「ジ
ャ
バ
ン
・タ
イ
ム
ス
小
史
」
七
十

一
ペ

・
―

ジ
。

（１２
）
「毎
日
新
聞
百
年
占
と
一
九
七
二
年
、
二
九

一
ベ
ー

ジ
。

（１３
）
長
谷
川
進

一
編

「ジ
ャ
バ
ン
タ
イ
ム
ズ
も
の
が
た

り
」

一
九
六
六
年
、
七
十
九
ベ
ー
ジ
。

（１４
）
０
あ
ム
一
３

（国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
占
領
軍
資

料
の
う
ち
、民
間
謀
報
局
Ｃ
ｉ
Ｓ
関
連
の
マ
イ
ク

ロ
資
料
の
分
類
番
ｏ瓦
以
下
の
連
載
で
は
民
間
情

報
教
育
局
Ｃ
Ｉ
Ｅ
そ
の
他
の
部
局
の
資
料
も
使
わ

れ
る
が
、
い
ず
れ
も
同
館
の
分
類
番
号
で
示

し

。

（‐５
）
前
躍
“
「ジ
ャ
バ
ン
・タ
イ
ム
ズ
も
の
が
た
り
」
八

十
六
ベ
ー
ジ
。

（１６
）
山
本
武
利

「同
盟
通
信
社
の
解
体
」
「調
査
情
報
」

一
九
九
二
年

一
月
号

（１７
）
●
ェ
０
ヽ
∽
０
＞
「
〓
工
一̈”ｏ
くヽ
ｏ
ヽ
コ́
ｏ
２
ｏ
コ
ョ
〓
〓
●
、Ｋ

＞
ｏ
〓
く
一■
●
∽　
０
一　
″コ
０
　
０
０
０
Ｃ
Ｏ
●
〓
０
コ
　
０
「　
」
●
０
●
コ
〓

く
ｏ
〓
く
０
一く
〓
Ｆ
σ̈
Ｏ
雪ヽ
●
０
・ヽ
９
『”　
ヽ
・　
一
一
‐
一Ｎ
「
「
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表 l r日 本タイムズ」の株主、所有件菫
1946年 7月現在

松本忠雄 (会長)       1,872

15

若松■太郎 (取籠役) 15

河合一雄 (取締ω          15

芝 均平 (監菫役)         15

村田五郎 (藍査役) 15

天城篤治(取籠役)

クロズミシンソー 10

ハヤカワスエヨ 4

+)rLr./ao- 3

稲原勝治(取鶴役)         5

亜憂壼:型墜些生

政
府
か
ら
の
自
立

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
一
九
四
五
年
九
月
二
十
四
日
、
政

府
か
ら
新
聞
を
分
離
す
る
命
令
を
発
し
た
。
こ

れ
を
機
に
政
府
か
ら
の
資
金
援
助
や
政
府
の
株

式
所
有
は
新
間
に
た
い
し
て
許
さ
れ
な
く
な
っ

た
。
そ
の
直
後
の
言
塁
頭
ワ
雹
仏令
の
徹
廃
と
合

せ
て
、
政
府
は
新
聞
を
支
配
、
統
制
す
る
方
法

や
権
限
を
失
つ
た
。
こ
の
一
連
の
動
き
を
新
聞

側
か
ら
見
る
と
、
新
聞
は
政
府
か
ら
自
立
し
、

独
立
採
算
で
経
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

‥
　
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

１

　

表
１
は

一日
本
タ
イ
ム
ズ
』
の
一
九
四
六
年

一

は
捌

叫

″
解

強
ヽ 一
・ 覧
斃

』
脳

譴

／
‐

ヽ
へ
引
秋
そ
の
九
二
・
六
％
が
松
本
忠
雄
会
長

の
所
有
の
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
外
務

省
の
所
有
株
を
会
長
名
儀
に
し
た
だ
け
の
も
の

で
あ
る
。
そ
の
他
の
株
式
は
わ
ず
か
ず
つ
役
員

間
に
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
カ
タ

カ
ナ
の
名
前
は
役
員
名
簿
に
な
い
も
の
で
、
平

社
員
で
あ
ろ
う
。
松
本
の
公
職
追
放
の
た
め
、

四
七
年

一
月
か
ら
東
ヶ
崎
潔
が
社
長
と
な
り
、

松
本
の
所
有
株
は

（実
質
は
外
務
省
株
）
東
ヶ

崎
の・陥
朧
に
曖
曖
終
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
四
人

年
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
資
料
は

「
一
九
四
七
年
二
月
、
同

紙
は
政
府
所
有
の
一

一
千
八
百

取
締
役
　
松
本

徳
雄

取
締
役

天
城

篤
治

取
締
役

編
螢
傘
藤
事

河
合

一
雄

取
締
役

業
務
局
総
務
兼
普
及
部
長

若
松

甚
太
郎

取
締
役

業
務
局
長
兼
経
理
部
長
　
吉
野

伊

豆
雄
監
査
役

編
集
主
幹
　
芝

均
平

監
査
役

編
集
局
長
　
村
田

五
郎

社
長
束
ヶ
崎
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
二
世
で
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
で

貿
易
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、
在
日
中
に
開
戦

と
な
り
、
帰
米
困
難
と
な
っ
た
た
め
同
紙
に
入

社
し
た
。
か
れ
は
一
九
五
六
年
ま
で
十
年
間
社

長
を
務
め
た
。
主
筆
の
河
合
は
ハ
ー
パ
ー
ド
大

学
で
博
士
号
を
と
っ
た
後
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
の
教
授
と
な
っ
た
学
者
だ
が
、
同
じ
く
日

本
研
究
の
た
め
在
日
中
に
開
戦
と
な
り
、
四
二

年
に
同
紙
に
入
っ
た
。
編
集
局
長
の
村
田
は
ホ

cls‐913)

イ
ツ
テ
ヤ
大
学
み
」卒
業
し
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
二
つ
の
日
系
新
聞
の
主
筆
を

し
た
後
に
、
三
二
年
に
同
紙
に
入
っ
た
。

監
査
役
の
芝
は
四
一
年
ま
で
「シ
ヵ
ゴ
。

ト
リ
ピ
ュ
ー
ン
』
の
日
本
特
派
員
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
の

「日
本
タ
イ
ム

ズ
』
の
幹
部
は
、
ァ
メ
リ
カ
生
ま
れ
の

二
は
か
、
ア
メ
リ
カ
生
活
の
長
い
、
教

育
の
高
い
人
び
と
で
あ
っ
た
。
「し
た
が

っ
て
終
戦
直
後
か
ら
タ
イ
ム
ズ
に
は
２
世
出
身

者
の
活
躍
が
目
立
ち
、
司
令
部
方
面
か
ら
当
時

好
意
を
持
た
れ
た
一
因
を
な
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
２
世
は
終
戦
と
共
に
、
は
じ

め
て
軍
に
従
つ
て
日
本
に
来
た
人
々
と
異
な
り
、

日
本
に
居
住
し
、
日
本
の
事
情
を
よ
く
知
り
、

し
か
も
な
お
ア
メ
リ
カ
人
同
様
に
語
学
に
堪
能

な
人
々
で
ぁ
っ
た
か
ら
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら

安
定
期
に
お
い
て
最
も
有
用
な
働
き
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
」。
か
れ
ら
幹
部
は
民
主
的
に
編

集
、
経
営
の
指
揮
を
行
な
っ
た
。
ま
た

「同
紙

の
最
終
的
な
決
定
権
は
常
に
社
長
よ
り
も
取
締

会
に
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
。

占
領
軍
情
報
重
視
の
劉
集
　
　
　
　
　
　
３５

四
六
年
十
一
月
の

「日
本
タ
イ
ム
ズ
』
の
従

業
員
数
は
百
五
十

一
人
で
あ
る
が
、
編
集
部
門

は
四
十
四
人
と
、
経
営
部
門
と
同
数
の
配
置
で

あ
る
。
し
か
し
独
自
の
取
材
は
ご
く
少
な
い
。

国
内
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
共
同
通
信
社
と
時
事
通

信
社
か
ら
五
十
％
、
ラ
ジ
オ
・
プ
レ
ス
か
ら
二

十
唸ぺ

そ
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
広
報

（Ｐ
Ｒ
Ｏ
）
か

ら
三
十
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
占
領
軍
関

係
の
読
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
か
っ
た
の
で
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
は
同
紙
に
積
砕̈
国
に
情
報
を
提
供
し
た
し
、

同
紙
も
そ
れ
を
歓
迎
し
た
。
そ
の
た
め
日
本
語

新
聞
に
は
異
常
と
も
思
え
る
、
高
い
Ｇ
Ｈ
Ｑ
関

係
情
報
の
比
率
と
な
っ
た
。

同
紙
の
読
者
が
も
つ
と
も
関
心
の
高
い
の
は

t い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
四
五
年
九
月
の
Ｇ
Ｈ

Ｑ
命
令
が
即
時
に
実
行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

買
戻
し
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
が
ゎ
か
る
。
四
七

年
中
に
は
名
実
と
も
に
政
府
か
ら
自
立
し
た
こ

と
は
た
し
か
だ
。
こ
の
外
務
省
株
は
そ
の
後
、

社
員
に
広
く
薄
く
分
配
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
七
年
二
月
現
在
の
役
員
は
次
の
よ
う
に
な

つ
て
い
る
。

取
締
れ憚
性
長

東
ヶ
崎

潔

3、 ニヘイタツオ

合 計 2,000

(CiS‐ 3841)

表 2 新聞用紙配綸量は位 :D

1941年ll月  1945年 11月

日本タイムズ 840    1,600

朝日新園 75,OOO 22,500

毎日新日 152,329   47,954

読売報知 71183o   23,069

イ

BASiS Fm m鵬

Pmpuetl lrChino

PROPOSED 3Y U‖ .l‖‖IGRA10‖ illacArthur Declares'

A irman Wlα

“
ん fapan

in Var,Flees to SPUⅢ鵬 PLA‖
IAⅢ
D■ πο Be:Vb“′′α′

REnX冊

New Pace in the Cold

m AD皿椰圏 剛』YE器 ■0

ιo“i
,T``

発行部数が.敏 aばい状●の輌の紙面

8



第二の開国 と国際情報
占領期メデ ィァ研究

外
国
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
．
四
七
年
の
同
紙
の
契

約
通
信
社
は
国
内
通
―
‐
…
社
で
は
共
同
、
時
事
の

他
に
サ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
・
フ
オ
ト
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
逝
―
‐
‥
社
経
山
で
外
国
地
―
‐
―
社
の
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
て
き
た
，
ま
た
同
紙
は
中
独
で
し
Ｐ
、

Ａ
Ｐ
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ

（イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ニ

ュ
ー
ス
．
サ
ー
ビ
ス
）、
キ
ン
グ
・
フ
ィ
ー
チ
ヤ

ー
ズ
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

・
ヘ
ラ
ル
ド

・
ト
リ
ビ

ュ
ー
ン
・
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ

・
サ
ー
ビ
ス
、　
ロ

イ
タ
ー
の
六
社
の
外
国
通
信
社
と
契
約
し
て
い

た
。
た
だ
四
し
年
卜

一
月
二
―
四
＝
の
同
紙
の

Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
提
出
資
料
で
は
、
キ
ン
グ

・
フ
ィ

ー
チ
ャ
ー
ズ
が
落
ち
て
い
る
。
（０
あ
占
〓
こ

政
府
か
ら
の
自
立
は
同
紙
か
ら
政
府
機
関
紙

色
を

一
掃
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て

束
ヶ
崎
は
四
六
年
八
月
十
日
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
関
係
者

と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

『現
在
の
日
本
タ
イ
ム

ズ
の
編
集
方
針
は
ど
の
政
党
に
も
好
意
を
寄
せ

な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
語

っ
て
い
る
。
そ
し
て

Ｇ
Ｈ
Ｑ
資
料
は
こ
の
発
言
の
正
当
性
を
認
め
た

ぁ
と
、
同
紙
の
編
集
者
は
政
府
の
動
き
を
と
き

ど
き
批
判
し
て
い
る
し
、
各
党
に
た
い
し
て
も

反
対
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
あ
る
と
記
し
て

い
る
。
そ
し
て
日
本
を
民
Ｌ
化
さ
せ
る
の
が
同

紙
の
編
焦
活
動
の
ね
ら
い
で
あ
る
と
結
論
つ
け

Ｌ́
い
ス
）。
（０
一∽
‐一“〓
）

表
２
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
紙
は
用
紙
の

配
給
を
優
遇
さ
れ
て
い
た
。
他
の
日
本
語
新
聞

や

「英
文
年
目
』
が
ニ
ペ
ー
ジ
体
制
で
あ
っ
た

と
き
、
１
倍
の
四
ベ
ー
ジ
を
行
日
出
す
ば
か
り

で
な
く
、
八
ベ
ー
ジ
の
タ
プ
ロ
イ
ド
を
週

一
回

出
し
て
い
る
。
誦
笠７
の
ペ
ー
ジ
は
主
と
し
て
外

ｒ
ｉ
ｌ
に
費
さ
れ
て
い
た
。
四
八
年

一
月
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ

の
資
料
は
こ
う
述
べ
て
い
る
，

．
九
四
八
年
十
二
月
の
Ｐ
Ｐ
Ｂ
の
ニ
ュ
ー

ス
紙
面
調
査
で
は
、
大
部
市
斬
‐１１１
は
平
均
で

企
紙
面
の
十

一
。
二
％
を
外
信
に
使

っ
て
い

た
，
こ
れ
に
対
し
、
日
本
タ
イ
ム
ズ
は
四

Ｔ

二
％
を
使

っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
今
日
で

も
同
じ
だ
ろ
う
。

ま
た
人
ベ
ー
ジ
の
タ
プ
ロ
イ
ド
は
た
と
し
て

ア
メ
リ
カ
漫
画
を
掲
載
し
て
い
た
，

全
体
的
に
同
紙
は
日
本
語
新
聞
に
比
べ
見
出

し
は
派
手
で
、
フ
イ
ー
チ
ヤ
ー
や
写
真
に
大
き

な
ス
ペ
ー
ス
を
使

っ
て
い
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ

カ
の
新
１１１１
の
“
情
に
詳
し
い
同
紙
の
編
集
ス
タ

ッ
フ
が
、
ア
メ
リ
カ
人
読
者
の
た
め
に
と
っ
た

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
編
集

が
で
き
た
の
も
、
用
紙
が
潤
沢
で
、
狭
い
紙
面

に
で
き
る
だ
け
沢
山
の
情
報
を
凝
縮
し
て
掲
載

す
る
必
要
が
あ
っ
た
日
本
‐ｉｆｉ
新
聞
の
も
つ
苦
労

を
し
な
く
て
も
ょ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

同
紙
の
編
集
ス
タ
ッ
フ
が

一
番
醜
経
を
使
っ

た
の
は
、
検
間
で
あ
つ
た
，
こ
れ
は
日
本
語
祈

ｌｉｌｌ
の
場
合
と
て
同
じ
こ
と
で
ぁ
っ
た
，
図
１
は

四
七
年
十
月
二
十
二
日
に
Ｃ
Ｃ
Ｄ

（民
――――
検
関

部
）
に
提
出
さ
れ
、
サ
プ
レ
ス

（掲
載
禁
止
）

と
な
っ
た
も
の
だ

（メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
プ
ラ

ン
グ
文
庫
所
蔵
）っ
″労
働
者
の
天
国
″と
い
わ
れ

る
ソ
連
の
労
働
者
は
週
給
二
百
ル
ー
ブ
ル

（十

六

・
五
ド
ル
）
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が

一
番

安
い
婦
人
靴
で
も
百
五
十
六
ド
ル
も
す
る
，
こ

の
悲
惨
な
現
実
を

″信
じ
ま
す
か
、
信
じ
ま
せ

ん
か
″
と
問
い
か
け
た
、
労
働
者
の
大
き
な
イ

ラ
ス
ト
入
り
の
連
載
も
の
の

一
つ
で
あ
る
．こ

ヽ

の
記
事
は
キ
ン
グ

・
フ
イ
ー
チ
ヤ
ー
ズ
か
ら
配

信
さ
れ
た
も
の
だ
。
こ
れ
が
掲
載
禁
止
と
な
っ

た
理
由
は
、
ソ
連
を
露
什
に
批
判
し
て
い
る
た

め
、
ソ
連
代
表
部
を
刺
激
し
か
ね
な
い
と
の
配

は
か
ら
で
あ
ろ
う
，

四
八
年
四
月
二
十
六
日
付
の
提
出
分
で
は
、

ア
メ
リ
カ
第
八
軍
に
よ
る
神
戸
の
中
国
人
、
何

鮮
人
の
共
産
主
義
者
の
検
挙
を
伝
え
た
記
事
が

掲
載
禁
止
と
な
っ
て
い
る
，
こ
れ
は
Ｉ
Ｎ
Ｓ
や

Ｕ
Ｐ
が
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
掲
載
禁
止

の
理
由
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
動
き
を
伝
え
て
い
る

た
め
、
プ
レ
ス
・
コ
ー
ド
違
反
と
見
な
き
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
こ
れ
も
ソ
連
へ
の
配

慮
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
ア
メ
リ
カ

一
辺
倒
に
な
り
が
ち
な
同
紙
の
編
集
が
Ｃ
Ｈ
Ｑ

に
よ
っ
て
や
や
中
立
的
な
方
向
へ
押
し
戻
さ
れ

る
■
例
が
日
立
つ
。

占
領
軍
依
存
の
経
常

検
関
に
引
っ
か
か
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
掲

載
後
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
内
部
で
問
題
と
さ
れ
た
広
告
が

あ
る
（図
２
）。
こ
れ
は
四
七
年
十
一
月
六
日
に

「日
本
タ
イ
ム
ズ
ゝ
の
広
告
欄
に
の
っ
た
も
の

で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
Ｍ
同
、
本̈
京
地
区
で
、
検
関
嘔

門
家

（セ
ン
サ
ー
・テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
）、
一叫
市
盗

聴
者

（テ
レ
フ
ォ
ン
・
モ
ニ
タ
ー
）
な
ど
を
担

当
す
る
外
国
人
を
募
集
せ
ん
と
し
た
求
人
広
告

で
あ
る
，
Ｇ
Ｈ
Ｑ
資
料
で
は
、
「
こ
の
種
の
求
人

の
公
去
は
民
間
検
関
部
の
活
動
を
守
秘
す
る
政

策
と
合
致
し
な
い
」
と
塾蝉
融
さ
れ
、
今
後
掲
載

す
る
場
合
に
は
セ
ン
サ
ー

・
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
は

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
、
テ
レ
フ
ォ
ン
ｏ
モ
ニ
タ
ー
は

テ
レ
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
と
い
う
よ
う
に
表
現

す
べ
し
と
記
さ
れ
て
い
る
，
な
お
同
資
料
に
よ

る
と
、
「Ｃ

Ｃ
Ｄ

は
Ｃ
ユ
一

９

一デ
ｏ
一あ
〓
一）

一）ｃ
〓
２
〓
〓
２
た
の
約
語
」
と
い
っ
た
表
現
が
英

和
辞
典
や
参
考
文
献
か
ら
も
検
関
で
削
除
と
な

っ
て
い
た
ら
し
い
。
と
も
か
く
、
紙
上
に
掲
載

さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
事
後
処
理
に
走
る
し
か

な
か
っ
た
，

こ
の
よ
う
な
広
告
は
英
宇
新
聞
の
み
に
起
こ

り
が
ら
な
――――
題
で
あ
っ
た
。
当
時
の
英
宇
新
聞

に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
中
心
の
求
人

・
求
職
広
告

が
多
か
っ
た
，
と
く
に
占
領
軍
関
係
の
読
者
の

多
い

「＝
本
タ
イ
ム
ズ
し
に
は
、
日
本
語
新
‐ｉｌｌ

で
は
見
か
け
な
い
毛
皮
、
カ
メ
ラ
、
家
電
製
品

の
広
告
が
日
立
っ
た
，
記
事
と
同
様
に
広
告
も

ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
日
本
人
に

は
無
縁
な
ぜ
い
た
く
品
の
広
告
が
大
き
く
出
て

い
た
。
当
時
の
新
聞
界
で
も
っ
と
も
ア
メ
リ
カ

の
消
費
文
化
を
反
映
し
て
い
た
の
は
本
紙
で
あ

つ
た
と
い
っ
て
も
過
ぎ
で
な
い
。

日
本
タ
イ
ム
ズ
は
現
在
、
戦
時
中
の
判
益

の
あ
が
ら
な
か
っ
た
数
年
――――
分
を
帳
消
し
に

し
て
い
る
っ　
一
九
四
五
年
二
月

一
日
か
ら

一

九
四
六
年

一
月
二
十

一
日
ま
で
に
、
同
紙
の

販
売
、
広
告
収
入
の
合
計
は
百
ヒ
十
万
１ｉ
千

五
十
二
円
に
な
る
。
販
売
収
入
は
広
告
収
入

の
大
侍
で
あ
る
。
原
材
料
、
賃
金
、
通
信
社

支
払
い
、
印
刷
費
、
広
告

（同
社
出
肺
分
）、

販
売
費
、
税
金
を
合
わ
せ
た
こ
の
期
の
支
出

は
百
二
十

一
万
五
百
五
十
四
円
で
あ
る
。

広
告
収
入
の
比
率
は
、
当
時
の
大
新
‐ｉｌｌ
に
比

べ
る
と
高
か
っ
た
。
そ
の
広
告
収
入
を
大
き
く

上
ま
わ
る
販
売
収
入
が
、
約
五
卜
万
円
と
い
う

高
い
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
販
売
収
人
は

当
時
、
全
体
の
部
数
の
五
分
の
三
を
占
め
る
占

領
軍
か
ら
得
て
い
た
。

ＦＩ
本
タ
イ
ム
ズ
の
五
万
部
の
う
ち
、
〓
一万

部
は
毎
日
占
領
軍
に
屈
け
ら
れ
る
，
約

一
万

ヒ
千
部
が
東
京
の
立
売
で
捌
け
、
三
千
部
が

日
本
新
聞
連
盟
に
よ
っ
て
宅
配
さ
れ
て
い
ス

束
ヶ
崎
編
集
局
長
に
よ
る
と
、
宅
配
率
を
ｌｌｉ

め
る
こ
と
は
非
常
に
む
つ
か
し
い
。
な
ぜ
＾

ら
各
地
で
英
字
新
聞
を
読
む
人
は
ご
く
少
´

い
の
で
、
各
販
売
店
で
は
部
数
の
多
い
日
‘

語
新
間
に
比
べ
少
部
数
の
英
宇
新
１１１１
の
扱
・

を
面
倒
が
る
か
ら
で
あ
る
。
東
ヶ
崎
氏
の
）

見
で
は
、
配
達
人
は
タ
イ
ム
ズ
の
読
者
か
・

の
購
読
中
し
込
み
を

″う
っ
か
り
忘
れ
る
つ
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表3 r日 本タイムズ」地区別部数
1948年 9月 9日現在

東京          34,407

神奈川 5,954

大阪 1,581

□回 1,356

1,044

EIコ 840

神戸 594

□□ 559

出□日 465

埼玉 454

□□ 451

329

その他 2,987

海外 123

そ
の
た
め
、
タ
イ
ム
ズ
は
東
京
紙
と
い
っ
て

よ
い
。

東
京
の
占
領
軍
へ
の
配
達
は
本
社
か
ら
直
接

な
さ
れ
た
。
販
売
店
を
通
さ
な
い
た
め
、
販
売

経
費
は
僅
少
だ
っ
た
。
さ
ら
に
経
営
効
率
が
よ

か
っ
た
の
は
、
購
読
料
金
が
日
本
政
府
経
由
で

一
括
支
払
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の

資
料
に
あ
が
っ
て
い
る
立
売
一
万
七
千
部
は
、

立
売
を
加
算
し
た
東
京
地
区
の
販
売
部
数

（占

領
軍
関
係
部
数
は
含
め
な
い
）
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
八
年
九
月
に
本
紙
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
届
け

た
各
地
区
の
販
売
部
数
は
表
３
の
よ
う
に
な

る
。
相
変
わ
ら
ず
東
京
の
比
率
が
六
十
七
％
と

一尚
く
、
一神
奈
川
と
合
せ
れ
ば
七
十
九
％
一に
な
る
。

ま
さ
に
一基
界
甲
心
の
新
聞
で
あ
る
。　
一
方
、
関

西
に
弱
い
の
は

「英
文
毎
日
』
が
強
固
な
地
盤

を
築
い
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
海
外
に
送
ら
れ

る
部
数
も
少
な
い
。
ま
た
こ
の
資
料
に
よ
る
と
、

占
領
軍
部
数
は
一
万
部
と
な
っ
て
い
る
。
占
領

軍
は
全
体
的
に
部
数
減
少
の
傾
向
に
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
た
占
領
軍

の
縮
小
と
経
費
節
減
の
動
き
が
新
聞
購
読
に
も

反
映
し
だ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
補
う
形

で
日
本
人
の
読
者
が
増
え
た
。
「占
領
軍
司
令
部

の
高
官
、
中
で
も
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
師
が
毎
日

ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ズ
を
読
ん
で
い
る
と
い
２ヽ
話

が
伝
わ
る
と
、
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ズ
の
声
価
は

ま
す
ま
す
上
が
り
、
日
本
政
府
各
羅
燿関
や
経
済

界
で
も
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ズ
が
必
需
品
に
な
り

ま
し
た
。
続
々
と
出
さ
れ
る
占
領
軍
司
令
部
の

通
達
が
、
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ズ
な
ら
原
文
で
読

め
る
と
い
う
利
便
が
大
い
に
買
わ
れ
ま
し
た
。

広
告
も
急
に
増
え
て
、
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ズ
は

責
金
期
を
迎
え
た
わ
け
で
す
「
）

「日
本
タ
イ
ム
ズ
』
読
者
全
体
に
占
め
る
日
本

人
読
者
の
比
率
は
占
領
初
期
に
は
二
～
三
割
と

少
な
か
っ
た
が
、
四
八
年
頃
に
な
る
と
五
割
に

近
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
日
本
読
者
の
大

部
分
は
海
外
情
報
で
は
な
く
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
情
報
を
求
め
る
た
め
に
同
紙

に
接
触
し
た
。
た
だ
し
占
領
末
期

に
は
、
英
語
学
習
の
た
め
、
あ
る

い
は
ア
メ
リ
カ
惜
墨
驚
燎
取
の
た
め

に
同
紙
を
求
め
る
読
者
も
漸
増
し
、

占
領
軍
読
者
の
減
少
を
多
少
と
も

補
完
し
だ
し
た
。
し
か
し
海
外
か

ら
の
購
読
者
が
き
わ
め
て
少
な
か

っ
た
こ
と
は
、
同
紙
が
日
本
‘笠
ヽ

表
す
る
国
際
的
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
認
知

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

表
４
は
一
九
四
六
～
四
九
年
の
同
紙
の
部
数

で
あ
る
。
敗
戦
直
後
に
急
増
し
た
後
は
、
ほ
ぼ

安
定
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
少
な
く

と
も
英
字
新
聞
の
業
界
で
は
か
な
り
強
い
市
場

支
配
力
を
か
ち
え
た
。
し
か
し
表
２
の
用
紙
配

給
量
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
全
国
紙
に
比
べ
る

と
日
本
軒
酷
留
介人竿
俸
で
の
そ
の
勢
力
は
微
々
た

る
も
の
で
あ
っ
た
。

占
領
則
の
位
置
づ
け

英
字
新
聞
は
維
新
期
に
日
本
語
新
間
に
先
が

け
て
誕
生
し
、
新
聞
と
い
う
存
在
を
日
本
人
に

知
ら
せ
、
日
本
語
新
聞
の
創
刊
を
促
し
た
名
誉

あ
る
地
位
を
新
聞
史
上
で
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
英
字
新
聞
を
育
て
る
社
会
的
基
盤
が
形
成
さ

れ
な
か
っ
た
。
と
く
に
日
本
在
住
の
外
国
人
の

増
加
と
英
字
新
聞
の
情
報
に
関
心
、
欲
求
を
も

つ
英
語
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
日
本
人
読
者
の
増

加
が
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
英

・

字
新
聞
の
市
場
は
狭
陰
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
次
々
と
英
字
新
聞
が
誕
生
し
、
市

場
で
ひ
し
め
き
あ
っ
た
。
新
間
の
経
営
者
や
編

集
者
は
自
紙
の
存
続
の
た
め
に
懸
命
の
努
力
を

し
た
。
と
く
に
市
場
の
大
半
を
占
め
る
外
国
人

の
ニ
ー
ズ
を
獲
得
す
べ
く
、
日
本
情
報
や
国
際

情
報
の
収
集
と
分
析
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
金
、
と
り

わ
け
国
際
通
信
社
と
の
契
約
費
、
特
派
員
費
な

ど
を
読
者
か
ら
の
購
読
料
金
で
ま
か
な
う
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
日
本
雲
盟
酪
図

や
母
国
か
ら
郵
便
で
届
く
新
聞
か
ら
の
翻
訳
で

紙
面
を
埋
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
掲
載
さ
れ
　
　
５６

る
情
報
は
陳
腐
な
も
の
に
な
る
。
日
本
語
リ
テ

ラ
シ
ー
を
も
つ
者
な
ら
、
日
本
語
新
聞
に
走
る

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
報
道
機
能
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
な
販
売
収
入
は
増

加
し
な
か
っ
た
。

こ
の
悪
循
環
を
断
つ
こ
と
は
戦
前
の
英
字
新

聞
は
つ
い
に
で
き
な
か
っ
た
。
外
国
人
の
経
営

す
る
新
間
に
は
、
維
持
、
活
動
費
の
一
部
を
母

国
の
政
府
、
大
使
館
に
頼
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

日
本
人
の
手
で
創
刊
さ
れ
ゴ
外
資
が
入
ら
な
か

鮨

蛇

開

発

鱚

軋

甥

「
』

に
は
外
務
省
の
資
金
に
全
面
的
に
依
存
せ
ぎ
る

を
え
な
く
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
時
期
は
日
本

51,144計

(C:S‐ CЮ6η

表4 ″日本タイムズ」の発行部数

19461F3月 46,552

1947年 5月

“

,∞0

1947年 7月 50,000

1948年 7月 50,000

1949年 9月 51,921

各種GHQ贅 ■によう

第二の開国 と口隠情報

占領期メディア研究

の
海
外
侵
略
が
強
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、

政
府
、
軍
部
に
好
都
合
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
メ

デ
イ
ア
、
つ
ま
り
政
府
の
御
用
新
品日
と
し
て
ょ

う
や
く
命
脈
を
保
つ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
政
府

資
金
で
ラ
イ
パ
ル
の
外
資
系
有
力
二
紙
を
買
収

し
、
「英
文
毎
日
」
と
と
も
に
安
定
し
た
基
盤
を

は
じ
め
て
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

敗
戦
と
と
も
に
政
府
か
ら
の
新
聞
援
助
が
Ｇ

Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
。
占
領
軍
が
こ
な

け
れ
ば
、
そ
の
時
に
倒
産
の
憂
き
目
に
合
う
は

ず
で
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
幸
い
な
こ
と
に
、
政

府
の
代
り
に
権
力
を
握
っ
た
占
領
軍
が
支
配
の

道
具
と
し
て

『日
本
タ
イ
ム
ズ
」
を
た
だ
ち
に

支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
直
接
的
な

資
金
援
助
を
行
な
っ
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な

い
。
だ
が
戦
争
二
只
任
の
追
〓及
の
回
避
は
間
違
い田

な
援
助
だ
。　
一
二３
効
果
的
だ
っ
た
の
は
、
占
領

軍
で
の
大
量
の
集
団
的
購
読
の
形
で
の
支
援
で

あ
っ
た
。
ま
た
読
者
が
望
む
Ｇ
Ｈ
Ｑ
情
報
の
同

紙
へ
の
積
極
的
な
提
供
サ
ー
ビ
ス
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

側
か
ら
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
軍
驀
壼因
紙

『ス
タ

ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
ス
ト
ラ
イ
プ
ス
』
の
印
刷
の

同
紙
へ
の
委
託
も
、
経
営
安
定
に
プ
ラ
ス
す
る

こ
と
大
で
あ
つ
た
。
こ
う
し
て
占
領
軍
に
お
ん

ぷ
に
だ
っ
こ
の
同
紙
が
、
史
上
は
じ
め
て
自
立

し
た
形
の
経
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
資
料
も
一
九
四
八
年
に

次
の
よ
う
に
同
紙
を
評
価
し
て
い
る
。

一
九
四
〇
年
か
ら
降
伏
ま
で
、
「日
本
タ
イ

ム
ズ
』
は
外
務
省
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
代
弁
者

で
、
同
紙
を
道
具
に
使
っ
て
、
国
際
関
係
に

お
け
る
日
本
の
立
場
を
伝
え
る
好
都
合
な
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
外
国
に
む
け
て
な
さ
れ
た
。

終
戦
と
と
も
に
、
同
紙
は
自
主
的
な
編
集
方

針
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
紙
は
政
党

や
政
治
団
体
と
は
結
び
つ
か
な
い
方
針
を
選

ん
で
い
る
。
同
紙
は
異
常
な
ほ
ど
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
を
占
領
当
局
の
方
針
や
政
策
の
解
釈

に
あ
て
、
そ
れ
へ
の
終
始
変
ら
ぬ
賞
賛
を
示

し
て
い
る
。
外
国
ニ
ュ
ー
ス
は
よ
く
カ
バ
ー

さ
れ
て
い
る
。
英
語
の
新
聞

『日
本
タ
イ
ム

ズ
』
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
技
術
で

は
、　
一
般
の
日
本
語
新
聞
よ
り
優
れ
て
お
り
、

そ
の
論
説
の
文
体
も
信
頼
で
き
る
。
同
紙
の

読
者
の
大
多
数
が
占
領
軍
の
人
員
で
あ
る
と

い
う
事
実
は
、
そ
の
影
響
力
は
一
部
の
日
本

人
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
自
身
で
さ
え
、
同
紙
の
占
領
軍
へ
の

「終
始
変
ら
ぬ
賞
賛
」
ぶ
り
を
認
め
て
い
る
ほ
ど

で
あ
る
。
同
紙
の
編
集
上
の
実
力
、
と
く
に
本

場
仕
込
み
の
英
語
の
文
体
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

と
し
て
の
セ
ン
ス
の
良
さ
が
、

７々
雲
の
占
星
理
早

読
者
を
意
き
つ
け
、
離
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。
し
か
し
同
紙
が
政
府
や
各
党
に
示
し

た
よ
う
な
自
立
し
た
姿
勢
を
占
領
軍
に
対
し
て

示
し
て
い
た
ら
、
お
そ
ら
く
占
柄
齢肇
の
援
助
や

支
持
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
ぁ
ろ
う
。

占
領
詢数

■日
本
タ
イ
ム
ズ
』
は
史
上
空
前
の

部
数
と
利
益
を
満
喫
で
き
た
が
、
そ
れ
は
ア
メ

リ
カ
人
に
よ
る
日
本
Ｌ自
領
と
い
う
異
常
な
時
期

だ
つ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
つ
た
。
占
領
軍
の

方
針
が
変
ゎ
っ
た
り
、
占
領
軍
が
日
本
か
ら
去

れ
ば
、
そ
の
経
営
は
か
つ
て
の
昭
和
初
期
の
状

態
に
戻
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。
実
際
、
四
八
年

の
末
頃
か
ら
占
領
軍
読
者
の
減
少
と
い
う
き
ざ

し
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
占
星
暉
禾
期
に

な
る
に
つ
れ
、
占
領
軍
の
同
紙
離
れ
が
主
と
し

て
占
領
軍
経
費
削
減
と
い
う
財
政
的
理
由
で
強

ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
日
本
の
独
立
は
ア
メ
リ

カ
軍
読
者
を
激
減
さ
せ
た
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
情
報
の

み
を
同
紙
に
求
め
て
い
た
日
本
人
読
者
を
減
少

さ
せ
た
。

し
か
し
こ
の
占
領
期
を

『日
本
タ
イ
ム
ズ
」

の
幹
部
が
千
載

一
遇
の
好
機
と
し
て
捉
え
、
宿

命
的
と
も
い
え
る
脆
弱
な
経
営
基
盤
の
安
定
化

に
努
力
し
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
占
一領
軍
と

い
う
特
需
は
い
ず
れ
去
る
と
の
認
識
で
、
海
外

の
通
信
社
と
の
契
約
の
強
化
、
特
派
員
派
遣
な

ど
独
自
の
報
道
機
能
の
充
実
、
印
刷
設
備
の
近

代
化
を
図
っ
た
。
そ
の
た
め
日
本
の
独
立
直
後

の
経
営
危
機
を
な
ん
と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

そ
の
後
『朝
日
新
聞
』、
「読
売
工酪
Ｐ
が
『英

文
毎
日
』
の
よ
う
な
英
字
新
聞
を
発
行
し
だ
し

た
た
め
、
市
場
は
戦
前
期
の
厳
し
さ
に
舞
い
戻

つ
た
。
し
か
し
経
済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
日

本
の
国
際
社
会
化
が
進
み
、
軍
人
に
代
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
、
旅
行
客
が
増
え
た
し
、
日
本
人
の

読
者
も
増
加
し
た
。　
一
九
六
五
年
の
同
紙
自
身

の
調
査
に
よ
る
と
、
同
紙
の
読
者
は
外
国
人
五

四
。
三
％
ヽ
日
本
人
四
五
・
七
％
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
国
際
社
会
化
が
進
ん
だ
現
在
、
同

紙
の
国
籍
別
読
者
構
成
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
ぁ
る
。
な
お
一
九
五
六
年
、

同
紙
は
題
工子
を

『ジ
ヤ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
に

復
元
し
た
。
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